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第１回福生市基本構想審議会 議事要旨 

 

■ 開催概要 

日 時 平成 30 年８月 29 日（水） 1４：00～15：30 会 場 第１棟４階庁議室 

参加者 

審議会 

委 員 

（出席） 

赤崎 茂樹、板寺 正行、小澤 はる奈、瀬古 毅、田村 半十郎、田村 

光男、中出 雅俊、西浦 定継、野村 亮、前 里惠、町田 朝夫、萬沢 

明、持田 洸,、山下 真一 

（敬称略、委員名簿順） 

（欠席）  

市職員 市長 、副市長、教育長、企画財政部長 

事務局 
企画調整課長、企画調整課課長補佐、企画調整課担当主査、企画調整課主任、

企画調整課主事 

 

■ 議事と要旨 

議 事 

１ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 委嘱状の交付 

４ 会長、副会長の選任 

５ 会長・副会長あいさつ 

６ 審議会委員紹介 

７ 職員紹介 

８ 諮問（福生市基本構想の策定について） 

９ 議題 

（１）市長のまちづくりに対する考え 

（２）福生市第５期総合計画の策定について 

（３）福生市の現状と課題について 

（４）福生市第５期総合計画策定基礎調査報告書について 

（５）基本構想審議スケジュールについて 

10 その他 

11 閉会 

１ 開会 省略 

２ 市長あいさつ 省略 

３ 委嘱状の交付  福生市長 加藤育男より各審議会委員に委嘱状を交付。 

４ 会長、副会長 

の選任 

 基本構想審議会条例の規定により、委員の互選で審議会会長に山下 真一氏、

副会長に町田 朝夫氏を選任。 

５ 会長・副会長 

あいさつ 
省略 

６ 審議会委員紹介 省略 

７ 職員紹介 省略 

８ 諮問 省略 

９ 議題 （１）市長のまちづくりに対する考え 
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９ 議題  市長のまちづくりに対する考えを市長より説明。 

 １期目は「誰もが住んでよかった、住みたくなる、夢のあるまち福生」の実現のた

め、２期目からは「人口減少への対応」をテーマに市政運営を行っている。 

 これからの行政課題の主なものは、「公共施設の老朽化」、「超高齢化社会の到

来」、「都市基盤整備（特に福生駅周辺の面的整備）」がある。 

 まちづくりの主体である市民と行政が共に知恵を出し合い、強い連携のもと、地

域課題を乗り越え、一人ひとりが幸せを感じながら生活できる、そんなまちづくり

を行っていきたい。 

 新たな基本構想は「福生に住んでよかった、住み続けたいと思えるようなまちづ

くり」を目指していきたい。 

 定住化施策については、「子育てするなら福生」のスローガンのもと、子育て支

援施策、教育施策をブラッシュアップを継続的に進め、市の魅力として内外に発

信し、若い世代をはじめ多くの方々に選ばれるまちづくりにとりくんでいきたい。 

 （２）福生市第５期総合計画の策定について 

 
 事務局より、計画策定の趣旨、総合計画の構成、総合計画策定の流れについて

説明。 

 （３）福生市の現状と課題 

 

 事務局より福生市の人口、財政の課題、現在取り組んでいる主な取り組みにつ

いて説明。 

 福生市では他市に先駆けて「子育て世代」をターゲットに定住化施策を展開して

いる。 

 （４）福生市第５期総合計画策定基礎調査報告書について 

 

・ 事務局より基礎調査報告書について説明。 

・ 福生市の総人口は、平成 14 年をピークに減少が始まり、全体的には減少傾向

にある。一方で、老年人口の割合は増加している。 

・ 人口における外国人比率は６%を超え、26 市では一番高い比率となっている。 

・ 歳入・歳出ともに平成 21 年度以降、増加傾向で推移している。 

・ 将来の財政負担として、扶助費等の社会保障費の増加や施設の老朽化に伴う

修繕費用等の増加が見込まれている。 

・ 近隣と比べると「単身の高齢者世帯」の比率は高めの傾向で、高齢者を孤立さ

せないなどの対策が今後、必要になると見込まれる。 

 （５）基本構想審議スケジュールについて 

 
・ 事務局より、平成 31 年 4 月の第７回最終答申までの審議予定について説明。 

・ 2019 年 3 月に予定されているパブリックコメントの実施方法について説明。 

10 その他 

 

・ 委員に対して、12 月までの審議会の日程案から参加可能な日付について回答

してもらうように依頼。9 月 7 日までに事務局へ FAX か電話、メールで連絡する。 

11 閉会 省略 

 

以上 


